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平成 30 年５月 15 日 

各  位 

 

                   会社名  元 気 寿 司 株 式 会 社 

                   代表者名 代表取締役社長  法師人 尚史 

                   （コード番号 ９８２８ 東証１部） 

                   問合せ先 経理部長      齋藤 義範 

                        （ ＴＥＬ 028－632－5711 ） 

 

通期業績予想との差異及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 

平成 29 年 10 月 27 日に公表した平成 30 年３月期の通期業績予想と本日発表の実績に差異が

発生いたしましたので、その概要をお知らせするとともに、特別損失の発生について、下記の

とおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想との差異（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

（１）平成 30 年３月期通期連結業績予想数値との差異 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 39,860 1,370 1,380 700 79 29 

今 回 実 績（Ｂ） 39,999 1,726 1,745 529 59 93 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 139 356 365 △170  

増 減 率（％） 0.3 26.0 26.5 △24.4  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
34,936 1,106 1,033 440 49 85 

 

（２）平成 30 年３月期通期個別業績予想数値との差異 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 35,550 1,240 640 72 49 

今 回 実 績（Ｂ） 35,614 1,556 461 52 28 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 64 316 △178  

増 減 率（％） 0.2 25.5 △27.9  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
31,792 1,132 516 58 56 
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（３）差異の理由（連結・個別） 

 連結・個別の業績につきましては、既存店の売上高が堅調に推移したことや、生産性向

上の取り組みにより想定していた売上原価率を下回ったこと、労働力不足により適正人件

費率を下回ったこと等により、営業利益、経常利益が予想を上回りました。 

 また、下記「２．特別損失の発生及びその内容（連結・個別）」のとおり、減損損失を計

上したこと等により、親会社株主に帰属する当期純利益及び当期純利益は予想を下回るこ

ととなりました。 

 

２．特別損失の発生及びその内容（連結・個別） 

 固定資産の減損損失の対象となった店舗等の損失など、減損損失として８億５千５百万

円（連結）、７億９千９百万円（個別）、固定資産除却損として２千万円（連結・個別）、賃

貸借契約解約損として３千７百万円（連結）、１千５百万円（個別）を計上することとなり

ました。 

 これにより、当期の特別損失の合計額は９億１千３百万円（連結）、８億３千５百万円（個

別）であります。 

 

 

以上 


